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第43期第1四半期決算 連結P／L状況

12年第1Q累計実績 11年第1Q累計実績
増減額 前年対比

（単位：億円）

増減額 前年対比
売上比 売上比

売上高 321.4 ― 309.4 ― ＋12.0 ＋3.9%

営業利益 △4.6 △1.4% 0.7 0.2% △5.3 ―

経常利益 △3.3 △1.0% 1.8 0.6% △5.1 ―

当期純利益 △4 9 △1 △0 8 △0 3 △4 1当期純利益 △4.9 △1.5% △0.8 △0.3% △4.1 ―

1株当り当期
純利益 (円)

△9.70 △1.68
純利益 (円)

9.70 1.68

 売上高は 通販事業での積極的な販促活動による顧客稼働の増加や 実需に即した効果的な 売上高は、通販事業での積極的な販促活動による顧客稼働の増加や、実需に即した効果的な

広告投入により回復し前年同期から１２億円の増収。

 営業利益は、継続的な顧客基盤の拡大に向け販売促進費を投下し、前年のシステム投資に
伴う減価償却費の増加等のため 前年同期から５ ３億円の減益
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伴う減価償却費の増加等のため、前年同期から５．３億円の減益。



第43期第1四半期決算 セグメント別P／L状況

12年第1Q累計実績 11年第1Q累計実績
増減額 前年対比

（単位：億円）

売上比 売上比

通
販

売上高 303.7 ― 293.0 ― ＋10.7 ＋3.6%

営業利益 △3 8 △1 3% 1 1 0 4% △4 9販
事
業

営業利益 △3.8 △1.3% 1.1 0.4% △4.9 ―

経常利益 △3.7 △1.2% 2.6 0.9% △6.3 ―

売上高 4 7 4 7 0 0 0 4%
金
融
事
業

売上高 4.7 ― 4.7 ― + 0.0 +0.4%

営業利益 0.5 10.6% 0.5 11.6% △0.0 △7.9%

経常利益 1 8 39 3% 0 4 10 4% ＋1 4 ＋280 5%業経常利益 1.8 39.3% 0.4 10.4% ＋1.4 ＋280.5%

現
販

売上高 13.6 ― 12.5 ― ＋1.1 ＋9.0%

営業利益 0 0 0 6% 0 3 2 5% △0 3 △74 6%販
事
業

営業利益 0.0 0.6% 0.3 2.5% △0.3 △74.6%

経常利益 0.0 0.0% 0.2 2.1% △0.2 △97.6%

売上高 △0 6 △0 8 ＋0 2
調
整
額

売上高 △0.6 ― △0.8 ― ＋0.2 ―

営業利益 △1.4 ― △1.2 ― △0.2 ―

経常利益 △1 4 △1 6 ＋0 2経常利益 △1.4 ― △1.6 ― ＋0.2 ―

3・調整額は、セグメント間取引消去及び純粋持株会社として必要な運営コストを含めております。

㈱ニッセンの稼働客数および単価の状況

3,200

稼働客数（受注）
（3ヶ月の受注顧客人数） （単位：万人）

商品単価
（単位：円）

101 1%

200

250

3,099
3,132

3,000

3,100

3,200

101.1% 101.8%
104.6%

101.1%

204 206 210

150

2,964

2,800

2,900

100
10年1Q 11年1Q 12年1Q

2,700
10年1Q 11年1Q 12年1Q

１回注文点数／注文回数稼働単価（受注）

3.47 
3.39 3.39 2.00 

2.10 

3 40

3.80 

19,000 

20,000 

１回注文点数／注文回数
（単位：点／回）

稼働単価（受注）
（1人当たり受注累計金額） （単位：円）

1回注文点数

102.3%

104.1%
97.6%

100.2%

1.74 1.74 
1.79 

1.80 

1.90 

3.00 

3.40 

17,888 
18,308 

19,060 

16 000

17,000 

18,000 
注文回数

102.8%
100.3%

1.70 2.60 
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16,000 
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 積極的な新規顧客獲得などにより、引き続き稼働客数が前年を上回る。
 アパレル売上の回復に伴い注文点数・注文回数が増加し、稼働単価が大きく改善。 4


